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第 181回 大阪大学産業科学研究所の真島利行像と楠本長三郎像 

                筆者：林 久治（記載：2021 年 12月 24日） 

（１）前書き 

私（筆者の林）は Random Walks （乱歩）という題名で偏屈老人（林久治）の気
侭な紀行文のサイトを始めている。私の紀行文では、通常の紀行文にはない、斜め
目線からのご紹介を書くことに拘りたいと思います。通常の紀行文に関しては、既
に優れたサイトが沢山ありますので、それらをも引用しつつ、ユニークなご紹介 

を記載することに心掛ける所存です。 

一方、私は日本の銅像探偵団（１）のサイト/）の銅像探索に参加している。私は
珍しい銅像を探して、探偵団の団長さんに「ギャフン！」と仰っていただけること
を目標としている。ここで「珍しい」とは、「➀見つけ難い場所に隠れている有名
人の銅像。②市井で頑張って人生を過ごしたが、有名人ではない人物の銅像」と言
う意味である。私は自宅が東京にあり、孫達が大阪にいるので、主として東京近郊
と近畿地方で銅像探索を行っている。最近、私はネット記事を丹念に調査し、その
ような「スクープ銅像」の候補を多数見つけている。 

武漢肺炎による自粛生活で家に籠っていると、運動不足で体重が増加するし、精

神的にも圧迫を感じる。私の銅像探索は不要不急の活動ではなく、私の生存に必要

不可欠である。東京五輪―パラの開催期間には、東京都の感染者数は 4-5千人/日と

なったが、閉会すると二千人以下に収まっている。やはり、五輪の影響が絶大だっ

たのは明白である。 

10月 17日以来、東京都での患者数は 50人/日以下になり、10 月 28日以来は 11

月 9日まで 31人/日以下を保っていた。このような急激な減少は好ましいが、原因

を解明して今後のリバウンドに備えなえればならない。このような感染状況を考慮

して、私と家内は 10 月 31日から 11月 9日まで大阪に滞在した。私はこの機会を利

用して、銅像探索を出来る限り決行した。173回の記事/fでは、奈良市の銅像探索の

探索記を記載した。また、大阪で早川徳次像と石坂泰三像を探索し、その探索記を

174回の記事/fに記載した。 

大阪大学吹田キャンパスには多くの銅像があり、その殆どは１）のサイト/に収録

されている。しかし、それらの詳細な情報はあまり記載されていない。私の息子宅

は北千里駅から歩いて 5 分の距離にあり、当駅から阪大までは徒歩で約 15 分である。

そこで、私は運動を兼ねて、大阪滞在の間に 2回、阪大に銅像探索に行った。前回

の記事/fでは、長岡半太郎像、楠本長三郎像、及び佐多愛彦像の探索記を記載した。

本稿は真島利行像ともう一つの楠本像の探索記である。なお、本稿では資料からの

引用を緑文字で、私の注釈や意見は青文字で記載する。 

 

（２）大阪大学吹田キャンパスの地図 

 次ページの図１上に大阪大学吹田キャンパス（以後、阪大と書く）の交通地図を、

図１下には構内図を示す。阪大の最寄駅はモノレールの阪大病院前駅であるが、阪

急北千里駅から阪大千里門までは徒歩で約 15分である。阪大構内は千里丘陵を切り

開いて建設されたので広大である。私が行った 11月上旬では、少し歩くと汗だくに

なってしまい、良い運動になった。 

（本文は３ページに続く。） 

https://douzou.guidebook.jp/
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-173.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-174.pdf
https://douzou.guidebook.jp/
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-180.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-180.pdf
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図１．上：大阪大学吹田キャンパスの交通地図、本図は２）のサイト/lより借用。 

下：大阪大学吹田キャンパスの構内地図、本図は３）のサイト/より借用。①：蛋白

質研究所、②：産業科学研究所、③：楠本会館。 

小野原口 

② 

① 

③ 

https://e-tamago.jp/study/area/10/osaka-u.html
https://www.eng.osaka-u.ac.jp/ja/access/
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（３）蛋白質研究所の赤堀四郎像 

１）のサイト/によれば、蛋白質研究所（図１下の①地点）に赤堀四郎像が設置さ

れている。そこで、私は北千里駅前から阪急バスに乗り、小野原口から阪大に入り、

蛋白質研究所に行った。図２上に小野原口を、図２下に蛋白質研究所を示す。 

 

 

図２．上：小野原口、下：蛋白質研究所。 

 

https://douzou.guidebook.jp/


4 

 

 蛋白質研究所の外側には赤堀像は見当たらず、１）のサイト/の写真によれば本像

は室内に設置されているようだ。そこで、本所の玄関に行ってみると、中に入れそ

うもない雰囲気であったので、今回は赤堀像の探索は断念した。次に私は隣にある

産業科学研究所に行き、真島利行像を探索した。 

 

（４）産業科学研究所の真島利行像 

 産業科学研究所（図１下の②地点）の前庭に１基の胸像が設置されていた。その

写真を図３上に示す。 

 

 

図３． 

上：産業科学研究所とその前庭に

設置されている胸像、 

下：真島利行像 

https://douzou.guidebook.jp/
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胸像の写真を図３下に示す。本像は写真でよく見かける真島先生とそっくりであ

る。台座の正面と背面に銘板が貼付されていた。それらを、図４に示す。台座正面

の題字には「真島利行先生」と書かれており、台座背面の銘板には次のように書か

れていた。 

昭和四十三年十一月建立  （昭和 43年は 1968年） 

財団法人 産業科学研究協会 

題字 伊藤忠兵衛 作者 広井吉之助 

胸像の付近には、真島先生や産業科学研究所の説明は一切無かった。阪大では、

それらは余りにも有名で、説明する必要はなかったのであろう。そこで、ウィキペ

ディア等を借用して、それらを以下に説明する。 

①真島利行先生の経歴や業績は、ウィキペディアや６）のサイト/pに詳しく紹介さ

れている。それらをまとめて、以下に記載する。 

真島 利行（まじま としゆき/りこう、1874年（明治 7年）11月 13 日 - 1962年（昭和

37年）8月 19日）は京都市生まれ。京都府中学を経て上京。共立学校など数校の進学予備

校に学び第一高等中学校入学。のち、東京帝国大学理科大学卒業後、同大助手、1903年に

助教授。1907年からドイツ、イギリスに留学し、後にノーベル化学賞を受賞したリヒャル

ト・ヴィルシュテッターらの下で研究を行う。帰国後、1911年に東北帝国大学理科大学教

授に就き、1917年には漆の主成分ウルシオールの構造決定および合成に成功した。同 1917

年に理化学研究所主任研究員を兼任。1926年に東北帝国大学理学部長となる。さらに 1929

年からは東京工業大学教授、1930年からは北海道帝国大学教授、1932年からは大阪帝国大

学理学部教授・学部長を兼任。続く 1933年からは大阪帝国大学の専任となる。1934年 6月

1日、東北帝国大学名誉教授の称号を授けられた。1943年から大阪帝大総長（３代総長、

1946年まで）に就任。1949年には文化勲章受章。 

真島利行は東北大学から始まり、東工大（兼任）、北大、理研、大阪大と約 20 年の間で、

なんと 5つの大学、研究機関での有機化学分野の創設に携わっています。その間、野村博、

杉野目晴貞、小竹無二雄、川上真一、星野敏雄、藤瀬新一郎、赤堀四郎、村上増雄、野副鉄

男、村橋俊介、金子武夫、久保田尚志のという 11人の当時の次世代を担う若手研究者を育

図４． 

左：台座正面の題字、 

右：台座背面の銘板。 

https://www.chem-station.com/chemist-db/archives/2009/07/post-4.php
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てました。 この化学者達はそれぞれ真島の意思を継ぎ、それぞれの大学で有機化学を主と

した様々な分野の研究を行い、多くの門下生を育て上げました。 

②産業科学研究所の概要はウィキペディアに次のように書かれている。 

1931年に医学部と理学部で開学した大阪大学（当時は「大阪帝国大学」）は、1933年に

は旧制大阪工業大学を合併し、工学部を設置した。大阪をはじめとする関西財界では、教育

と研究の二つの機能を持つ大学学部組織よりも研究機能の性格を強めた理工学の大研究機関

設置の気運が高まり、有志により 1937年に産業科学研究所期成生同盟会が設立された。翌

1938年には、財団法人大阪大学産業科学研究協会が発足した。このような経済界からの期

待と支援を受けて、1939年 11月に「自然科学に関する特殊事項で産業に必要なものの基礎

的学理及びその応用の研究」を目的に本研究所が設置される（初代所長は眞島利行）。関西

の理研を目標に設立されたという。設立当初は堺市に所在したが、大阪大学統合計画に基づ

き、1968年に大阪大学吹田キャンパス（茨木市）に移転した。 

③産業科学研究協会の概要はウィキペディアに次のように書かれている。 

一般財団法人大阪大学産業科学研究協会（英語: The Osaka University Research 

Association of Industry and Science, RAIS）は、大阪大学産業科学研究所 に対する産業

界の後援団体である。一般財団法人として、産業の発展に貢献するための産業科学に関する

知識の普及、研究成果の実用化、および産業創造経営人材の育成に係る事業を展開している。 

 1931年の大阪大学の開学に伴い、大阪工業会を中心とした関西の産業界では、大阪に国

立の産業科学に特化した研究所「大阪大学産業科学研究所（以下 研究所）」を設立すべく

要望活動を行う組織を設置し、国に対し設立を強力に要請した。設置財団法人産業科学研究

協会（以下、産研協会）が発足した。産研協会が窓口となり、産業界よりの寄付によりおよ

そ 400万円（現在の 100億円）の資金を得て、215,000平方メートルの土地（大阪府堺市浅

香山）に国費 25万円を加え、研究所の建物を新築し、1939年 11月 30日に、3研究部門に

よる大阪大学の附置研究所として大阪大学産業科学研究所が設立され、研究活動を開始した。 

また、産研協会も研究所に対して研究資金の援助や研究施設の拡充等に積極的な役割を果

たすとともに、研究所の特許実績権の委託業務をはじめ、受託・委託研究制度、委託研究員

制度などの産学共同事業を展開した。戦後、産研協会事業の重要な役割であった特許関係に

おいての活動から、交流を中心とした活動へ事業の主軸を変更していった。 

 初代理事長は、小倉正恒（住友本社代表取締役、総理事 S13.5～S16.7）。二代 理事長は、

古田俊之助（住友本社代表取締役、総理事 S16.7～S28.6）。三代理事長は、伊藤忠兵衛

（伊藤忠商事取締役会長 S28.6～S48.5）。 

④題字を書いた伊藤忠兵衛氏は、上記の記載より、真島像の建立時に産業科学研究

協会の理事長をされていた方であることが分かる。ウィキペディアに次のように書

かれている。 

二代目伊藤 忠兵衛（1886年 6月 12日 - 1973年 5月 29日）は、日本の実業家。伊藤忠

財閥の 2 代目当主である。父・初代伊藤忠兵衛が呉服店として創業した伊藤本店を発展させ、

伊藤忠商事と丸紅という 2つの総合商社の基礎を築いた。 

⑤本像の制作者である広井吉之助氏の略歴は、７）のサイト/6に次のように書かれ

ている。 

彫刻家の広井吉之助さんは 1906年（明治 39年）長岡市生まれ。東京芸術大学美術学部の

前身である東京美術学校の彫塑科で学び、朝倉文夫、建畠大夢に師事。卒業後は東京を拠点

に活動していた。広井さんは 1986年に他界。 

 以上の資料などにより、真島像の概要は次の通りである。 

真島利行先生像 

https://na-nagaoka.jp/archives/12276
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設置場所：大阪府吹田市大阪大学吹田キャンパス 産業科学研究所前庭 

建立時期：1968年 11月  

設置者：財団法人 産業科学研究協会 

題字：伊藤忠兵衛（伊藤忠商事取締役会長、1886－1973） 

制作者：広井吉之助（長岡市出身、1906－1986） 

設置経緯：真島 利行（まじま としゆき/りこう、1874年 11月 13日 - 1962年 8月 19日）

先生は京都市生まれ。京都府中学を経て上京。共立学校など数校の進学予備校に学び第一高

等中学校入学。のち、東京帝国大学理科大学卒業後、同大助手、1903 年に助教授。1907年

からドイツ、イギリスに留学し、後にノーベル化学賞を受賞したリヒャルト・ヴィルシュテ

ッターらの下で研究を行う。帰国後、1911年に東北帝国大学理科大学教授に就き、1917年

には漆の主成分ウルシオールの構造決定および合成に成功した。同 1917年に理化学研究所

主任研究員を兼任。1926 年に東北帝国大学理学部長となる。さらに 1929 年からは東京工業

大学教授、1930年からは北海道帝国大学教授、1932年からは大阪帝国大学理学部教授・学

部長を兼任。続く 1933年からは大阪帝国大学の専任となる。1939年 11月に産業科学研究

所の初代所長に就任。1943年から大阪帝大総長（３代総長、1946年まで）に就任。1949年

には文化勲章受章。真島先生は東北大学から始まり、東工大（兼任）、北大、理研、大阪大

と約 20年の間で、5つの大学、研究機関での有機化学分野の創設に携わっています。その

間、野村博、杉野目晴貞、小竹無二雄、川上真一、星野敏雄、藤瀬新一郎、赤堀四郎、村上

増雄、野副鉄男、村橋俊介、金子武夫、久保田尚志という 11人の当時の次世代を担う若手

研究者を育成。 

 

（５）大阪大学吹田キャンパス・楠本会館の楠本長三郎像 

 １）のサイト/によれば、楠本長三郎像が吹田キャンパスの楠本会館（図１下の③

地点）に設置されている。そこで、私は産研の真島像の探索の後、産研の裏山にあ

る本館に探索に行った。 

 

図５．楠本会館の前庭に設置された楠本長三郎像 

https://douzou.guidebook.jp/
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 図５に示すように、楠本会館の前庭には楠本長三郎像が設置されていた。楠本像

と台座背面に貼付された銘盤の写真を図６に示す。本銘盤は図４右に示した真島像

の銘盤と同一である。これより、本像と真島像は同時に制作されたことが分かる。 

 

  

図６．左：楠本会館の楠本長三郎像、左：楠本像の銘盤。 

 

 前回の記事で紹介したように、楠本先生の胸像は阪大医学部前にも設置されてい

る。しかし、当地にも楠本像が設置されていて、こちらの設置者は産業科学研究協

会である。しかも、本館の名称は楠本会館となっている。なぜだろうか？その回答

は本館に設置された「本館の由来書」に記載されていた。その写真を次ページの図

７に示す。それには次のように書かれていた。 

大阪大学 楠本会館 

 楠本会館は、産業科学研究所創設に尽力された総長楠本長三郎先生を記念して、伊藤忠兵

衛氏の寄附により、当初堺市の旧敷地に建てられ、研究所の移転に伴い、ここに再建された

ものである。1968年 3月竣工 

 なお、８）のサイト/fには、産研創設に対する楠本先生、真島先生、伊藤忠兵衛

氏の尽力や、楠本像と真島像の設置経緯などが詳しく紹介されている。 

http://seisan.server-shared.com/431/431-2.pdf
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図７．楠本会館の由来書 

 

 大阪大学産業科学研究所楠本会館の使用に関する内規（９）のサイト/f）には、

会館の用途や施設が、次のように書かれている。 

（会館の用途） 第２条 会館は、次の各号に掲げる用途に供するものとする。  

(1) 本学が主催する各種会議及び行事等  

(2) 本学が招へいする研究者等の宿泊  

(3) 前２号に掲げるもののほか、産業科学研究所長（以下「所長」という。）が適当と 

認めるもの  

（会館の施設） 第３条 会館に、次の各号に掲げる施設を置く。  

(1) 会議室  

(2) ミーティングスペース  

(3) 宿泊室 

 以上の資料などにより、本像の概要は次の通りである。 

楠本長三郎先生像 

設置場所：大阪府吹田市大阪大学吹田キャンパス 産業科学研究所楠本会館 

建立時期：1968年 11月  

設置者：財団法人 産業科学研究協会 

題字：伊藤忠兵衛（伊藤忠商事取締役会長、1886－1973） 

https://www.sanken.osaka-u.ac.jp/pdf/regulation/1-8-10.pdf
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制作者：広井吉之助（長岡市出身、1906－1986） 

設置経緯：楠本会館は、産業科学研究所創設（1939年 11月）に尽力された総長楠本長三郎

先生（第２代阪大総長、1871年 1月 20日－1946年 12月 6日）を記念して、伊藤忠兵衛氏

の寄附により、当初堺市の旧敷地に建てられ、研究所の移転に伴い、1968年 3月ここに再

建されたものである。 

 

参考資料 

１）のサイト：https://douzou.guidebook.jp/ 

２）のサイト：https://e-tamago.jp/study/area/10/osaka-u.html 
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